
 

平成２８年度 
第２回中国・四国ブロックエイズ治療拠点病院等連絡協議会 
                         平成２９年１月２５日 

中国・四国ブロックにおけるエイズ対策の現状 

 

福山医療センターにおける 
 HIV/AIDS診療の取り組み 

平成２９年秋 外来管理診療棟 完成予想図 

福山医療センター  坂田 達朗 



本日の内容 

１．当院の診療状況 

２．歯科受診の奨励 

３．性感染症（STI）重複感染防止 

４．保険薬局との薬・薬連携 

５．他施設への出前講座 

６．市民への啓発 

７．地域行政との連携 
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２．歯科受診の奨励 

３．性感染症（STI）重複感染防止 

４．保険薬局との薬・薬連携 
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６．市民への啓発 

７．地域行政との連携 
 



HIV検査実施件数の年次推移 
件数 

計 ２７,７７０ 件 / ８ 年 

平成２３年から 
観血的検査、 
術前検査に導入 
 （病院経費） 

平成/年 

平成17年 
術前検査で 
１例陽性 



ＨＩＶ検査受診件数の年次推移 

件 

平成/年 

最近７年間で計１７２名  男性が女性の４倍 



ＨＩＶ/ＡＩＤＳ 年度別受診件数 

累積診療件数 ５８件 

年/平成 

件 

当院受診時病期 



ＨＩＶ/ＡＩＤＳ 診療内容 
無症候期（含 血液製剤３例）        

ＡＩＤＳ  

  初診 １３例     

    ニューモシスチス肺炎                    

    ヘルペスウイルス感染症   

    口腔・食道カンジダ症                          

    カポジ肉腫                                       

    粟粒結核                                

    ＨＩＶ消耗性症候群             

  治療開始後紹介 ６例 

    ニューモシスチス肺炎                   

    中枢神経悪性リンパ腫            

    ＨＩＶ脳症                                     

    CMV抗原血症         

急性ＨＩＶ 

    無菌性髄膜炎                 ２ 例    

                        計 ５８ 例                     

３７ 例 
 
  
 ６ 例 
 ２ 例 
 ２ 例 
 １ 例 
 １ 例 
 １ 例  
 
  
 ３ 例 
 １ 例 
 １ 例 
 １ 例 



ＨＩＶ/ＡＩＤＳ 受診経路 

北海道       １件 

関東      ５件  

（内自院で診断 １件） 

関西           ２件 

中国           ４件 

九州           ２件 

日赤血液センター   ２件 

病院・診療所          ８件  

自院で診断        １０件 
市保健所       １１件 
病院・診療所          １３件 

市内から紹介 ２３件 

自院で診断      １０件 
市外から紹介 １０件 県外から紹介 １４件 

Ｎ=５８ 



HIV/AIDS 診療経過 

 累積受診件数 

    ５８名      

 外来通院中 
   ４３名       

転院 １３名 

治療中 

 ４０名 

未治療  

  ３名 

関東   ３名 
東海   １名 
中国   ７名 
帰国   ２名                      

死亡 ２名 
 肺癌、自殺 



ＨＩＶ/ＡＩＤＳ 感染経路 

Ｎ＝５８ 



ＨＩＶ/ＡＩＤＳ判明時の患者居住地 

（血液製剤感染 ３例 を除く） 

Ｎ＝５５ 



ＨＩＶ/ＡＩＤＳ 初診時年齢分布 
（急性HIV ２例、血液製剤感染 ３例 を除く） 

無症候期 

Ｎ=３４ Ｎ=１９ 
AIDS期 



HIV/AIDS初診時の年齢推移 

年 

人 
一昨年から４０歳代以降の患者さんの割合が増加している。 



現在通院中の症例 年齢分布 

人 

年齢 

初診から１４年が経過する患者さんもおられ、   
４０歳以上が６３％となり、徐々に高齢化している。 



２０１５．９ 

  
ARTレジメン ２０１５ 



２０１６．９ 

  ARTレジメン ２０１６  



これまでに使用した抗ＨＩＶ剤（累計） 

    Ｋｅｙ ｄｒｕｇ                 Ｂａｃｋ ｂｏｎｅ 
                  

                                 使用件数              使用件数                                   

   テビケイ （DTG)              １８     ツルバダ （ＴＤＦ/ＦＴＣ）     ３９ 

  プリジスタ （ＤＲＶ/ ｒ）      １５      エプジコム (ＡＢＣ/３ＴＣ)   １０ 

   アイセントレス （RAL）      １５      エピビル  (３TC）                ４ 

   カレトラ （ＬＰＶ / ｒ)          １５      レトロビル （AZT）               ４ 

   ストックリン （ＥＦＶ)            ４                                       

   エジュラント （ＲＰＶ）     １                                

 トリーメク     （DTG/ABC/３TC）             １０ 
スタリビルド （EVG/COBI/FTC/TDF）     ３ 
ゲンボイヤ  （EVG/COBI/FTC/TAF）         ２                                      



ART治療中患者のHIV‐RNAとCD４ 
HIV‐RNA： ケンシュツセズ       ： ３２ 例 
        ２０ copies/ml未満 ：  ７ 例 
        ２１～７０ copies/ml：  １ 例 
 
CD４： 

CD4/μl 

N=４０ 



HAND該当件数 

国立国際医療研究センター（ACC) 
「日本におけるHIV関連神経認知障害に関する   

 疫学研究(J-HAND研究)」 に参加 

   当院でのHAND該当例  

    ２８例中７例    ２５％  
                    （ACC：７２９例中１９０例 ２６％） 

     

 

    HAD １例、 MND ０例、 ANI ６例 

      

      

平均年齢              ：４１．４歳（２９～５３歳） 
AIDS発症既往       ：５例 
平均HIV罹患年数   ：７．５年（２～１４年） 



本日の内容 

１．当院の診療状況 

２．歯科受診の奨励 
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５．他施設への出前講座 

６．市民への啓発 

７．地域行政との連携 
 



歯科受診体制の構築 
（歯科衛生士、看護師） 

「歯科を勝手に受診しても良いですか？」 

「断られるとよく聞くけど、行きたいときは 

 どうしたら良いでしょうか？」  

       という患者の声が多い。 

           

   

   歯科紹介までの流れを構築した。 

 



歯科受診までの流れ 
医師 
患者さんに歯科衛生士が口腔内の状態をチェックすることを説明。 

看護師  
チェックシートを使用して、歯科診療に関する質問を行う。 
回答の内容によって、歯科衛生士に口腔内チェックを依頼するかどうかを判断し、
必要に応じて歯科衛生士に連絡。 

歯科衛生士 
内科外来で口腔内の状態をチェック。 
このとき歯科受診が必要であると判断した場合は、県歯科医師会に歯科医院の紹介を要請。 

看護師 
県歯科医師会から歯科医院がいくつか紹介されたら、 
その中から患者さんが希望する歯科医院はどこかを確認。 

医師・歯科衛生士 
歯科医院宛てに紹介状を作成。 



成果 

通院中のHIV患者：４３名 

歯科受診について状況把握できた患者：３６名 

    

歯科定期受診あり：１５名 

 ＨＩＶ感染について歯科医に告げているか 

    告げている  ： ７名 

    告げていない： ８名 

歯科定期受診なし：２１名 

 歯科衛生士による口腔内観察を行った患者：1５名 

 そのうち歯科紹介した患者：            ７名 
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６ヵ月毎に性感染症（HBsAｇ、HBｃAb、HCV、RPR）を検査する 
ことで、新たなHBV、HCV、梅毒感染の有無を知り、 
STI早期治療の開始とARTレジメンの適正確認を行っている。 

各検査項目の測定結果、
測定日時を記録した 

患者一覧を作成して把握 
（バックボーン、 

キードラッグ毎に色分け） 

併存 性感染症の定期的確認（薬剤師） 



ＨＩＶとの重複感染症 
（血液製剤感染 ３例 を除く） 

Ｎ＝５０ 

初診以降の新たな感染例 ０件 

HCVとの重複感染例  ０件 
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院外処方の推進（薬剤師） 
治療患者の院内・外処方の割合 

N＝４０ （未治療３件） 

院外処方の目的と利点 
 HIV感染者の利便性の向上。 
 地域薬剤師会との連携強化。 
 病院薬剤費の軽減。 
 処方箋料の加算。 
 不良在庫の解消。 



院内処方を希望する理由 

N＝２２ 



院外保険薬局へのアンケート調査 
 困った点や問題点、当院薬剤師に希望すること。 

支援方法 
(患者と話が 
しにくい) 
41％ 

薬の手配  
について 
23％ 

病院との 
情報共有 
18％ 

その他 
12％ 

無回答  
5％ 

薬の変更は事前に情報がほしい。 
急だと入荷が間に合わない。 
高額な薬なので在庫管理が難しい。 

患者の現状がわからない。 
病院でどのような指導されているか 
知りたい。検査値の確認がしたい。 

ほとんど話をしてもらえない。 
生活・病態の話はしにくい。 
どこまで話してよいか悩む。 



情報交換シートを用いた薬・薬連携 
保険薬局と当院薬剤師間で定期的な情報交換を行っている。 
 

病院薬剤師があらかじめ検査値等を
記入して情報を提供 

保険薬局が聴取した内容や問題点を 
記入してもらいフィードバック 
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高齢化対応 
予測されるCKD増加に向けて、 

透析治療支援ネットワークを構築する目的で 
アンケート調査 

（MSW） 

• 透析施設２０医療機関にアンケートを行い、 

 １６医療機関から回答を得た。 

• 回答した職種の約９割が医師、看護師。 



現在、貴院ではHIV陽性者を 
受け入れていますか？ 

N＝１６ 



現在受け入れてない場合 
今後HIV/AIDSに関する勉強会・研修会
の開催を考えていますか？ 

N＝１６ 



受け入れ意思のない医療機関へ 
今後どのようなことが改善されると 

貴院において患者受け入れが可能となりますか？ 



当院は、1994年にエイズ治療拠点病院に指定されています。エイズ治療拠点病院
として、様々なHIV感染症及びAIDSに対応可能な総合的で高度な医療を提供する
ことが求められており、治療・診療内容は日進月歩で進んでいることから情報収集
を行うと共に、地域医療機関への情報提供や啓発などの役割も担っています。 
そこで、下記のごとく、研修プログラム整えましたので、ぜひご活用頂きたいと考え
ております。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

研修プログラム 

医師      HIV感染症について 
 
看護師     日常生活で気をつけること 
          ・感染予防について 
          ・感染経路について 
 
薬剤師     HIVについて～抗HIV薬を全般に～ 
          ・薬の特徴、副作用、暴露について など 
 
臨床心理士  HIV陽性者の心理 
          ・セクシュアリティ 
          ・陽性者の話を傾聴すること 
 
MSW      治療に必要な社会保障制度 
          ・高額療養費について 
          ・身体障害者手帳について 
          ・自立支援医療（更生医療）について など 

《研修についてのお問い合わせ》 

福山医療センター 地域医療連携室 

TEL（084）922－0230（直通） 

FAX（084）922－2411（直通） 



当院初の出前講座（T病院）    平成28年10月7日 
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「エイズなき時代をめざして」 
平成２６年７月から毎月 

福山医療センターだより（FMC NEWS）に
連載中（HIVチームメンバー、院外賛同者） 



市民公開講座開催 
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福山地区エイズ連絡会の開催 
事 務 連 絡 

平成２８年１２月１９日 

 

 

 福山医療センター長 様 

 福 山 市 保 健 所 長 様 

  （保 健 予 防 課） 

 

 

広 島 県 東 部 保 健 所 長 

                  〒720-8511 福山市三吉町 1－1‐1 

                          保  健  課 

 

 

第２回福山地区エイズ連絡会の開催について 

 

 

 保健対策事業の推進につきましては，日ごろから格別の御理解，御協力をい

ただき，厚くお礼を申し上げます。 

 さて，今年度，第２回の福山地区エイズ連絡会を次のとおり開催しますの

で，関係者の出席について御配慮いただきますよう，よろしくお願いします。 

 

 １ 日 時 平成２９年２月２２日（水） １７：００～１８：００ 

 

 ２ 場 所 福山医療センター 中央カンファレンスルーム 

 

 ３ 議 題  

１．福山医療センターにおける取り組みについて 

２．各保健所における取り組みについて 

    ３．その他 

 

担当 保健対策係 

電話 084-921-1311（内線 2412） 

                       （担当者 木曽） 

平成２４年から 
広島県東部保健所、 
福山市保健所と 
当院とで年２回会合し、 
各施設における 
HIV/AIDSへの取り組み
を報告しあい、 
現状の問題点を明らか
にして、 
今後の啓発活動や診療
に役立てている。 



 

ご清聴ありがとうございました。 

福山医療センター HIV医療チーム 


